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由
か
ら
、
平
成
七
年
に
国
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

海
抜
六
六
〇
ｍ
の
高
く
険
し
い

山
上
に
あ
る
隠
津
島
神
社
は
、
延

喜
式
内
の
古
社
で
、
隠
津
島
弁
天

と
も
い
わ
れ
、
藩
主
丹
羽
光
重
は

東
安
達
の
総
鎮
守
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
境
内
に
立
つ
大
杉
で
、
根

元
周
囲
一
六
・
二
ｍ
、
目
通
り
幹

囲
九
・
三
三
ｍ
、
樹
高
約
二
〇
ｍ
、

推
定
樹
齢
が
八
百
年
と
い
わ
れ
、

杉
の
巨
樹
と
し
て
希
少
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
昭
和
十
六
年（
一
九
四

一
）国
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
他
に
老
木
が
あ
り
、

蒲
生
氏
が
植
栽
し
た
と
い
わ
れ
る

目
通
り
幹
囲
七
ｍ
以
上
の
巨
木
が

数
十
本
み
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
木
幡
山
全
山
は
名
勝
お

よ
び
天
然
記
念
物
と
し
て
、
昭
和

三
十
年
に
県
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

二
本
松
城
跡
旧
藩
庁
門
前
の
太

鼓
石
と
呼
ば
れ
た
、
長
さ
約
八
・

五
ｍ
、
最
大
幅
約
五
ｍ
の
花
崗
岩

露
出
面
の
縦
約
一
ｍ
、
横
約
一
・

八
ｍ
の
間
に
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
爾
俸
爾
禄　

民
膏
民
脂　

下

民
易
虐　

上
天
難
欺　

寛
延
己
巳

之
年
春
三
月
」の
四
句
一
六
字
か

ら
な
り
、
読
み
方
は「
な
ん
じ
の

（
が
）ほ
う　

な
ん
じ
の（
が
）ろ
く

は　

た
み
の
こ
う　

た
み
の
し
な

り　

か
み
ん
は
し
い
た
げ
や
す
き

も　

じ
ょ
う
て
ん
は
あ
ざ
む
き
が

た
し
」で
、
意
味
は「
お
前（
藩
士
）

の
俸
給
は
、
民
が
あ
ぶ
ら
し
て
働

い
た
賜
物
よ
り
得
て
い
る
。
お
前

は
民
に
感
謝
し
、
い
た
わ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ

て
弱
い
民
た
ち
を
虐
げ
る
と
、

き
っ
と
天
罰
が
あ
る
ぞ
。」と
解
釈

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
代
藩
主
丹
羽
高
寛
が
、
藩
儒

学
者
の
岩
井
田
昨
非
の
進
言
に
よ

り
、
藩
士
の
戒
め
と
す
る
た
め
、

寛
延
二
年（
一
七
四
九
）三
月
に
刻

ま
せ
た
も
の
で
、
そ
の
書
体
は
極

め
て
典
雅
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

戒
石
銘
の
起
源
は
、
中
国
に
あ

り
ま
す
。
五
代
時
代
後
蜀
の
君
主

孟も
う
ち
ょ
う

昶
が
乾
徳
三
年（
九
六
五
）に

作
っ
た
二
四
句
九
六
字
の「
戒
諭

辞
」を
、
そ
の
後
北
宋
時
代
の
君

主
太
宗
が
四
句
一
六
字
を
抜
出
し
、

戒
石
銘
と
し
て
州
県
の
役
人
に
示

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

昭
和
十
年（
一
九
三
五
）教
育
資

料
と
し
て
、
ま
た
行
政
の
規
範
と

し
て
価
値
が
高
い
た
め
、
国
史
跡

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
地
区
の
鈴
石
東
町
・
錦

町
・
ト
ロ
ミ
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

民
俗
芸
能
で
、
も
と
は
旧
暦
の
小

正
月
に
集
落
の
各
家
を
巡
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
で
は

年
重
ね
の
祝
い
の
席
な
ど
に
依
頼

さ
れ
た
り
し
て
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
芸
能
は
、
当
地
方
田
植
踊

の
特
徴
で
あ
る
七
福
神
が
登
場
す

る
次
第
の
後
、
田
植
踊
の
一
行
が

舞
い
込
む
形
で
す
。

　

七
福
神
は
、
初
め
に
先
導
役
の

稲
荷
が
登
場
し
、
続
い
て
毘
沙
門

天
・
弁
財
天
・
布
袋
・
福
禄
寿
・

寿
老
人
・
恵
比
寿
・
大
黒
天
が

次
々
と
舞
い
込
ん
で
、
祝
福
の
寿

ぎ
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ヒ
ョ
ッ

ト
コ
面
の
道
化
役
二
人
が
お
ど
け

た
し
ぐ
さ
で
注し
め
な
わ

連
縄
と
蚕
の
ま
ぶ

し
を
編
み
、
稲
作
・
養
蚕
の
豊
饒

を
祈
願
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
七
福
神
が
退
場
し
、

田
植
踊
一
行
が
登
場
し
ま
す
。
先

導
役
の
山
大
人（
久き
ゅ
う
ろ
く六と

も
い
う
）

一
人
、
早
乙
女
四
人
、
奴
五
人
で
、

久
六
の
指
図
に
よ
っ
て「
か
な
が

せ
」な
ど
正
月
の
祝
い
踊
り
が
踊

ら
れ
た
後
、
田
う
な
い
か
ら
米
搗

き
ま
で
の
稲
作
の
各
過
程
の
模
擬

的
所
作
を
踊
り
、
最
後
に
秋
の
取

り
入
れ
祝
い
の「
鶴
ど
の
亀
ど
の
」

な
ど
を
踊
っ
て
終
わ
り
ま
す
。

　

当
伝
承
は
、
わ
が
国
予よ
し
ゅ
く祝
芸
能

の
一
類
と
し
て
特
長
の
あ
る
東
北

地
方
の
田
植
踊
の
典
型
的
な
も
の

で
、
芸
能
史
的
に
貴
重
で
あ
り
、

ま
た
田
植
踊
に
先
立
っ
て
七
福
神

の
舞
い
込
み
が
行
わ
れ
る
点
に
地

方
的
特
色
が
顕
著
で
あ
る
と
の
理

二
本
松
市
の
指
定
文
化
財  

②

国
指
定

『
石
井
の
七
福
神

�

と
田
植
踊
』

国
指
定

『
旧
二
本
松
藩

�

戒
石
銘
碑
』

国
指
定

『
木
幡
の
大
ス
ギ
』


